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2020年シンポジウム :「がんゲノム医療時代の病理」

がんゲノム医療の現状と課題
－九州がんセンターでの取り組み－
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要 旨 がんゲノム医療連携体制がスタートして 2 年が経過した．全国に「がんゲノム医療中
核拠点病院」，｢拠点病院｣，「連携病院」が指定され，｢がんゲノム情報管理センター

（C-CAT）｣ とともにがんゲノム医療を推進していく体制が構築された．国立病院機構九州がん
センター（当院）は ｢拠点病院｣ のひとつである．
　当院ではがんゲノム医療統括部を組織し，体制整備とともに自費診療での検査を行ってきたが，
2019年 6 月のがん遺伝子パネル検査保険償還を受けて現在毎月10件近くの検査に対応している．
　拠点病院としてがんゲノム医療を進めていくに当たってはいくつかの問題点を感じている．限
られたスタッフでの基礎的，臨床的アノテーション，コーディネーター業務などの負担は大きい．
データ解析能力の向上と維持，今後の検査数の増加や連携病院の拡大などに対応していくためは，
人材育成が急務である．また，当院はこれまでもがん診療連携拠点病院として治験に力を注いで
きたが，このパネル検査の目的が患者に新たな治療薬をみつけることであることを考えると，企
業治験や医師主導治験にさらに積極的に取り組む必要がある．そして，新しい医療である ｢がん
ゲノム医療｣ と ｢がん遺伝子パネル検査｣ について院内外の医療スタッフ，患者・家族に周知し
理解してもらわなければならない．さまざまな機会を利用した勉強会，説明会，病院ホームペー
ジでの情報発信などを行っている．さらに，二次的所見（遺伝病の遺伝子変異）への対応も重要
である．
　多くの課題をはらみながら「がんゲノム医療」がスタートした．国立病院機構九州がんセンター
での経験を踏まえた現状と課題について述べる．
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はじめに

　がん診療における薬物療法では，従来遺伝子異常
としてはヘテロな集団に対して一律の治療（殺細胞

性抗がん薬）を行ってきた．近年がんゲノム医療
（Precision Medicine）の進歩により，特定の遺伝子
異常に基づいた分子標的薬による個別化治療を行う
ことで高い効果が期待されるようになり，さらに遺
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